
グローバル・マーケッツ＆インベストメント・バンキング戦略
グローバル・マーケッツ&インベストメント・バンキング部門は、機関投資家などを
対象に有価証券のセールスおよびトレーディングを行うグローバル・マーケッツと、
事業法人、金融法人などが発行する有価証券の引受けやM&Aアドバイザリー業務を
行うグローバル・インベストメント・バンキングによって構成されています。

主な構成会社

 大和証券
 大和証券キャピタル・マーケッツ ヨーロッパリミテッド
 大和証券キャピタル・マーケッツ 香港リミテッド＊

 大和証券キャピタル・マーケッツ シンガポールリミテッド＊

 大和証券キャピタル・マーケッツ アメリカ Inc.

拠点所在地 .................................................世界22ヵ国・地域
引受高、募集・売出しの取扱高 ............株券　1兆4,554億円

債券　　　10.3兆円
＊ ウェルスマネジメント部門にも属する

環境認識
GM ▷ 近年のインフレによる金融・財政政策の変化 ▷ 地政学
リスクに伴うグローバル経済環境の不透明感の継続 ▷ ESG

に対する投資家、発行体のさらなる意識の高まりと行動  

▷ テクノロジーの進化を受けた異業種参入に伴う競争環境
の変化

GIB ▷金利上昇、インフレの継続 ▷ 地政学リスクを踏まえた
企業行動の拡大 ▷ 企業のガバナンスや効率性を求める
投資家の影響力の拡大 ▷ 企業活動に対する高い環境対策
の要請 ▷ スタートアップ企業をサポートする手段の多様化

強み
GM ▷  海外拠点網の活用による国内外横断的な商品・ 

情報提供力
 ▷ 強固かつ高度な株式・債券の執行プラットフォーム
 ▷ 業界トップ水準のリサーチクオリティ
GIB ▷  多様なプロダクト・高度なソリューション提供力 

 ▷ グローバルM&Aアドバイザリー網
 ▷  国内上場企業および未公開企業をカバーする 

法人営業体制

事業リスク
GM ▷  トレーディング業務において、急激な市況変動による市場流動性の低下に伴う損失リスク
 ▷ ブローカレッジ業務において、投資家の投資需要の低調やリスクを避ける投資行動による収益減少リスク
 ▷ 大規模な取引システムへの投資リスク、およびシステム障害が発生するリスク
GIB ▷  M&Aアドバイザリー業務において、市況の影響で取引規模が減少するリスク
 ▷ 引受業務において、引き受けた証券が円滑に販売できないリスク
 ▷ 有価証券の募集・売出しに係る発行開示が適切になされず、引受会社として投資家から損害賠償を受けるリスク

427億円
（19%）

GM

2024年度
連結経常利益
2,247億円

GIB

GM&IB部門の経常利益

2024年度の経常利益
は290億円となりました。
エクイティは海外投資家
の日本株フローが約3割
増加して好調に推移し、
FICCでは国内金利が
復活するなか、投資家の
ニーズ変化に伴う取引も

活発化しました。今後についても、企業のコーポ
レートアクションの増加や、金利水準の上昇に
伴い、投資家の行動変化が継続していくためオー
ダーフローの拡大を見込んでいます。外部環境の
変化を活かし、幅広いお客様ニーズを捉えた多様な
プロダクトと高度なソリューションを提供し、他部門
との連携をより一層深め、トレーディング収益の
拡大を目指しています。

2024年度は、あらゆる
プロダクトで実績を積み
重ねた結果、経常利益
は116億円とセグメント
開示を開始した2010年
度以降で最高となりま
した。コーポレート・ガバ
ナンス改革や資本効率性

の向上を目的としたコーポレートアクションの活
発化、さらには成長戦略としての買収やMBOなど、
M&Aを検討する国内企業のすそ野は拡大し、日本
企業を取り巻く構造的な変化が追い風となって
います。今後も、多様化・高度化するお客様の
ニーズを的確に捉え、付加価値の高いソリュー
ションを提供することで、お客様の企業価値の
持続的な向上に貢献していきます。

田澤 健一
グローバル・マーケッツ
担当

山本 徹
グローバル・インベスト
メント・バンキング担当
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エクイティ（ランキング1位）

FICC（ランキング上位）

国内GMプロダクト

エクイティ FICC

日本株 円クレジットデリバティブ 
CB

外貨クレジット 
為替

外国株

分析

外国国債

分析

JGB FICC 
デリバティブ

グローバル・マーケッツ＆インベストメント・バンキング戦略（グローバル・マーケッツ）

グローバル・マーケッツの役割

グローバル・マーケッツを取り巻く外部環境は大きく変化しており、ビジネスチャンス
の増加が期待されます。企業の投資活動の活発化や資本効率を意識した動き、また
金利上昇に伴う運用ポートフォリオの再構築といった新たな顧客ニーズに対応してい
きます。

アナリストランキング

大和証券のリサーチ部門は、日本で最も伝統ある調査機関のひとつであり、ファンダ
メンタルズ重視の分析姿勢を一貫して守り続けています。結果として、日経ヴェリタス、
Extelのアナリストランキングにおいて多数のランキング上位者を輩出しています。

2025年アナリストランキング上位者

株式・債券発行の増加  機関投資家への募集、営業店向けの販売サポート

政策保有株式の売却  売主に執行スキームの提供 
 内外投資家への販売

投資案件の増加  為替予約取引の提供など、企業の資金サポート

運用リターンの改善  オルタナティブ投資など、新たな投資戦略の提供

資本効率向上に向けて

グローバル・マーケッツは、資本効率を意識した取組みとして、リスクアペタイト
フレームワークにもとづくリスク管理に加え、デスクごとの資本効率性を分析してい
ます。
具体的には、プロダクト別のROEを継続的に計測し、ビジネスラインごとにフィード

バックすると同時に、FICCでは2024年度下期から計画ベースROEを作成し、事後検証
を行っています。

佐渡 拓実
（電子部品）

寺岡 秀明
（建設）

田井 宏介
（機械、造船・
プラント）

家入 直希
（Sustainability 
（ESG））

平川 教嗣
（ガラス・紙パ・
その他素材）

木野内 栄治
（テクニカル 
アナリスト）

橋口 和明
（医薬品）

関根 哲
（レジャー・ 
アミューズメント）

箱守 英治
（自動車）

西川 周作
（商社・エネルギー）

谷 栄一郎
（債券）

多田出 健太
（為替）

尾谷 俊
（証券化）

松下 浩司
（証券化）

瀧 文雄
（クレジット）

松坂 貴生
（クレジット）

山本 賢治
（エコノミスト）
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エクイティ（ランキング1位）

FICC（ランキング上位）

国内GMプロダクト

エクイティ FICC

日本株 円クレジットデリバティブ 
CB

外貨クレジット 
為替

外国株

分析

外国国債

分析

JGB FICC 
デリバティブ

グローバル・マーケッツ＆インベストメント・バンキング戦略（グローバル・マーケッツ）

グローバル・マーケッツの役割

グローバル・マーケッツを取り巻く外部環境は大きく変化しており、ビジネスチャンス
の増加が期待されます。企業の投資活動の活発化や資本効率を意識した動き、また
金利上昇に伴う運用ポートフォリオの再構築といった新たな顧客ニーズに対応してい
きます。

アナリストランキング

大和証券のリサーチ部門は、日本で最も伝統ある調査機関のひとつであり、ファンダ
メンタルズ重視の分析姿勢を一貫して守り続けています。結果として、日経ヴェリタス、
Extelのアナリストランキングにおいて多数のランキング上位者を輩出しています。

2025年アナリストランキング上位者

株式・債券発行の増加  機関投資家への募集、営業店向けの販売サポート

政策保有株式の売却  売主に執行スキームの提供 
 内外投資家への販売

投資案件の増加  為替予約取引の提供など、企業の資金サポート

運用リターンの改善  オルタナティブ投資など、新たな投資戦略の提供

資本効率向上に向けて

グローバル・マーケッツは、資本効率を意識した取組みとして、リスクアペタイト
フレームワークにもとづくリスク管理に加え、デスクごとの資本効率性を分析してい
ます。
具体的には、プロダクト別のROEを継続的に計測し、ビジネスラインごとにフィード

バックすると同時に、FICCでは2024年度下期から計画ベースROEを作成し、事後検証
を行っています。

佐渡 拓実
（電子部品）

寺岡 秀明
（建設）

田井 宏介
（機械、造船・
プラント）

家入 直希
（Sustainability 
（ESG））

平川 教嗣
（ガラス・紙パ・
その他素材）

木野内 栄治
（テクニカル 
アナリスト）

橋口 和明
（医薬品）

関根 哲
（レジャー・ 
アミューズメント）

箱守 英治
（自動車）

西川 周作
（商社・エネルギー）

谷 栄一郎
（債券）

多田出 健太
（為替）

尾谷 俊
（証券化）

松下 浩司
（証券化）

瀧 文雄
（クレジット）

松坂 貴生
（クレジット）

山本 賢治
（エコノミスト）
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M&A分野

M&A分野では、国内外で体制強化に取り組み、2024年度のグローバルミッド
キャップのM&Aランキングで前年16位から7位にランクアップし、大きく実績を伸ばし
ました。
当社グループのM&A関連収益は589億円で過去最高となり、2030年度目標の700億
円以上に向かって順調に拡大しています。加えて、テーマ型ソリューションの提供に注力し
た結果、国内で大型M&A案件への関与件数が飛躍的に増加し、収益性が向上しました。
今後も、当社の強みを発揮できるビジネス領域で、収益拡大に向けて注力する方針です。

引受分野

2024年度の株式調達市場は前年度から大幅な伸びを示し、大型引受案件や政策
保有株式の売却案件などで主幹事を務め、エクイティ関連の収益が大幅に増加しま
した。また、金利上昇局面においても債券市場は安定した規模を維持し、デット引受
案件において多数の実績を積み重ねました。
大和証券は、幅広いテーマの案件で引受手腕を発揮した結果、「D E A LWATC H  

AWARDS 2024」において総合部門ハウス・オブ・ザ・イヤーを受賞しました。当社グ
ループの引受けビジネスは、WMやGMとの連携により、フロー収益および資産導入
にも大きく貢献しています。

グローバル・マーケッツ＆インベストメント・バンキング戦略（グローバル・インベストメント・バンキング）

デットは、普通社債・地方債・SDGs債で1位を達成 
M&Aは、活況な市場環境で収益を拡大

：2023年度からランクアップ 2023年度 2024年度

エクイティ

PO 3位 3位
CB 2位 4位
IPO 3位 2位
REIT 5位 6位

デット

普通社債（自社債除く） 3位 1位
財投機関債 2位 2位
地方債 2位 1位
サムライ債（自社債除く） 5位 3位
機構RMBS 2位 5位
SDGs債 3位 1位

M&A

金額ベース＊1 6位 4位
件数ベース＊2 5位 4位
グローバルミッドキャップM&A＊3 16位 7位

リーグテーブルは大幅に改善

M&A関連収益の推移と計画

＊1  LSEGベース（国内ミッドキャップ：500万米ドル以上10億米ドル以下、会計系除く）
＊2  Merger market ベース（会計系除く）　
＊3  Merger market ベース（5億米ドル以下の全地域のM&A案件、会計系除く）

1 2 3
2024 2030

目標
2023202220212020 （年度）

30.5

38.1

46.7 48.9

58.9

70.0以上

（十億円）
国内

欧州インフラファンドGreen Gira�eなど
DC（米州）DC（欧州）アジア

大型案件への当社関与率

出所： LSEG、日本関連M&Aにおける企業価値500億円以
上の案件への当社関与率（件数ベース）

2022 2023 2024（年度）

8%

10%

22%

今後の重点施策 

足元の事業環境を踏まえ、引き続き（1）未上場企業へのアプローチ強化、（2）テーマ型ソリューションの提供の
推進による大型案件への関与増、（3）国内・海外M&Aの体制強化、を軸に収益拡大を図ります。
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海外ビジネス

2024年度の海外ビジネスは、市場の変動や地政学リス
クの高まりにもかかわらず堅調に推移し、グループ全体
の経常収支を下支えしました。2025年度はマーケットの
急激な変動から始まりましたが、国内と同様、海外におい
ても取るべき戦略の方向性は変わりません。
持続的成長の実現に向けて、各拠点の特徴をより活か

した事業に集中するとともに、拠点間におけるシナジーを
追求していきます。欧州・米州ではFICCやM&Aなどにおいて連携を加速させると
ともに、アジアではインドなど成長著しい市場において現地パートナーとの提携を
推進します。また、香港と中国間における投資銀行業務での連携も強化します。
加えて、リスク管理やコンプライアンス体制のさらなる強化、および全拠点での
業務自動化の推進により、効率的・安定的な事業基盤を整備していきます。海外
拠点間の連携強化により「お客様の資産価値最大化」に貢献していきます。

鈴木 直樹
海外担当

当社グループの海外ビジネスは、各地域の競争優位性を活かした戦略的なリソース
配分や積極的な提携・投資により、持続的な成長基盤の構築を進めています。
米州では、FICCビジネスが収益の柱となっています。多様なプロダクトを通じた収益

化を推進し、安定した顧客フローを確保しています。また、地方金融都市でのサテライト

海外ビジネス　経常利益推移

0

10

15

▲ 10

5

▲ 5

20

25
（十億円）

2023 202420222021202020192018201720162015 （年度）

欧州

13.4

▲ 4.6

11.4

3.7

15.9

21.8

9.5

18.1
19.9

20.8米州
海外合計

アジア

オフィス展開により、顧客基盤の多様化を実現しています。エクイティでは、セールスや
アナリストのアップグレードにより、WM部門との協働を強化していきます。
欧州・中近東では、抜本的なコスト削減を実施し、効率的な販売拠点として安定的に
利益を計上できる体制を整備しています。FICCでは、米州との一体運営を推進すること
でプロダクトの拡充とセールス活動の効率化を目指します。エクイティでは、中近東への
セールス活動を一層強化していきます。M&Aでは、プレゼンス強化とコストコントロール
の両立に注力します。
アジア・オセアニアでは、日本株プロモーションの強化によりパンアジア株投資家から
の収益力向上を図っています。WCS＊ビジネスでは、シンガポール・香港に加えてバン
コク拠点も設立予定です。さらに、日本人富裕層に加え中国人富裕層の開拓による顧客
基盤拡大にも積極的に取り組んでいます。また、提携戦略では、提携先を通じた市場成長
の享受に加え、当社グループとのシナジー創出にも注力しています。2024年にインドの
ノンバンクであるAmbit Finvest Private Limitedに15%出資しました。高成長が見込ま
れるインドのノンバンク事業の成長を取り込むとともに、インドにおける金融包摂促進に
も貢献していきます。
引き続き、各地域の強みを最大限に活用しながら海外ビジネスの持続的成長を実現

していきます。

＊  Wealth and Corporate Solutions：主に海外居住の日本人富裕層や海外現地法人を中心としたお客様に対する
プライベートバンキングサービス

各地域の今後の方向性

欧州
•  シンプルで効率的な 
業務運営体制を実現し、
安定的な利益を創出

•  グローバルM&Aアドバイ
ザリープラットフォーム 
DC Advisoryにおける
M&A関連収益の伸長

米州
•   強みであるFICCを中心
とした既存ビジネスの
収益力最大化

•   米国株でウェルスマネジ
メント部門との協業強化

•  既存ビジネスとシナジー
のある領域でのM&Aや
資本業務提携の検討

アジア・オセアニア
•  アジア地域全体での日本株プロモーション
を強化

•  アジア地域における富裕層ビジネスの強化と
基盤拡充

•  既存ビジネス領域での提携戦略の拡大や、 
新規分野への投資の検討
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